生活衛生豆知識№71
プレーンヨーグルトの砂糖の苦情事例
―消石灰が検出されたー
１０年ほど前の苦情事例を紹介します。Ｎ県から管内のＹ乳業が製造したプレーンヨーグルトに付いていた砂糖が異味だったので調査願いたいとの依頼がありました。調査の結果、Ｙ乳業の砂糖は混ざってなく、化学検査の結果、消石灰が検出されました。届出者は高齢の農業従事者で、間違って消石灰を砂糖容器に入れたものと推定されました。
１　発端
　　Ｎ県内の住民が、管内の大手Ｙ乳業が製造したプレーンヨ-グルトに付いていた砂糖を陶器容器に入れた。後日、その容器から砂糖を取り出し何かに入れて食べようとしたら苦かった。苦情相談を受けたＮ県の保健所から調査依頼があり、陶器容器に入っていた砂糖の一部が送られてきた。

２　ヨーグルト製造施設調査

　　砂糖を小袋に小分けをしていたが、施設衛生に問題は見られず、他からのクレーム、相談等は無かった。

　　粒状を確認したところ、数種類が混ざっていたが、Ｙ乳業の砂糖が入っていないことが判明した。大手Ｙ乳業、ＭＥ乳業、ＭＯ乳業の砂糖の粒状は、全て異なっていた。

３　化学検査結果
　　消石灰が検出された。

４　Ｎ県へ調査結果を返答
　　「Ｙ乳業の砂糖小分け施設に問題は見られなかった。砂糖の粒状を確認したところ、Ｙ乳業のプレーンヨ-グルトに付いている砂糖は混ざっていなかった。化学検査の結果、消石灰が検出された」と返答
５　原因（推定）

　　届出者は70歳過ぎの高齢（男性）の農業従事者で、畑に消石灰を散布したが、その消石灰を何かの間違いで、砂糖を入れている陶器容器に入れたものと推定された。なぜ、Ｙ乳業が製造したプレーンヨ-グルトに付いていた砂糖であったと届け出たかは不明。
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苦情相談の際の初期対応をしっかり行わないで、他の自治体へ調査依頼すると所属の資質が問われることになります。特に若い人が対応する場合にはサポートが重要です。今回紹介した事例も初期対応に、甘さがあったものと考えられました。
　多くのヨーグルト工場を監視指導していましたが、他の業種に比べ、なぜか考えられない調査依頼が多くありました。例として水煮大豆が入っていたなど。容器は反転後、直径数ミリのノズルからヨーグルトの原液が充填されますので、固形物は入る可能性はありません。充填機の点検時に、作業者の衣服について小さな虫が入る可能性は、極めて少ないですが否定できません。

　なおこの事例で、大手乳業会社のプレーンヨーグルトに付いている砂糖の粒状が異なっているのを、初めて知りました。
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